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８
月
４
日
に
自
民
党
の
党
ミ
サ
イ
ル
防
衛

検
討
チ
ー
ム
（
座
長
・
小
野
寺
五
典
元
防
衛

相
）
は
安
倍
首
相
に
対
し
て
、「
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
を
含
む
抑
止
力
向
上
を
求
め
る

提
言
書
」
を
提
出
し
た
。
首
相
は
直
ち
に
国

家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
を
開
催
し
、「
政

府
に
お
い
て
も
国
家
安
全
保
障
会
議
で
徹
底

的
に
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
の
提
言
を

受
け
て
、
し
っ
か
り
と
方
向
性
を
打
ち
出
し
、

速
か
に
実
行
し
て
行
く
考
え
だ
」
と
述
べ
た
。

　

河
野
防
衛
相
が
日
本
の
安
全
保
障
に
は
関

係
の
な
い
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
の
導
入
を
取

り
や
め
る
と
宣
言
し
た
直
後
に
、
極
め
て
唐

突
に
、
安
倍
首
相
が
「
日
本
の
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
を
検
討
せ
よ
」
と
自
民
党
に
命

じ
た
。「
こ
れ
は
安
倍
首
相
の
念
願
だ
。
最
初

か
ら
結
論
あ
り
き
だ
」（
某
自
民
党
首
脳
）
と

言
わ
れ
て
い
る
。
事
実
、
自
衛
隊
が
「
敵
基

地
攻
撃
能
力
」
を
持
つ
こ
と
に
反
対
で
あ
っ

た
岩
屋
毅
元
防
衛
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
意

見
は
採
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
提
言
書
で

は
「
敵
地
」
の
表
現
は
避
け
て
「
相
手
領
域

内
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
阻
止
す
る
能
力
の
必

要
性
」
を
強
調
し
て
い
る
が
、「
相
手
」
と
は

近
隣
諸
国
で
あ
り
、
こ
の
「
相
手
」
に
、
日

本
が
撃
ち
込
ま
れ
た
後
と
は
い
え
、
自
衛
隊

が
直
接
撃
ち
込
む
能
力
を
身
に
着
け
よ
う
と

す
る
提
言
は
、
専
守
防
衛
に
反
す
る
行
動
で
、

明
ら
か
に
憲
法
第
９
条
違
反
だ
。

　

８
月
３
日
の
Ｂ
Ｓ
フ
ジ
の
プ
ラ
イ
ム
ニ
ュ

ー
ス
に
出
席
し
た
三
人
の
元
防
衛
大
臣
（
森

本
敏・小
野
寺
五
典・中
谷
元
）
の
結
論
は
、「
従

来
は
撃
ち
込
む
の
は
米
軍
（
矛
）、
守
る
の
は

日
本
（
盾
）
で
あ
っ
た
が
、
撃
ち
込
ま
れ
れ

ば
日
本
も
撃
ち
返
す
」「
敵
は
北
朝
鮮
と
中
国

だ
」「
撃
て
ば
撃
ち
返
す
ぞ
、
こ
れ
が
抑
止
力

に
な
る
」「
だ
か
ら
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
つ
け

る
べ
き
だ
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
議
論
を

視
聴
し
て
い
た
多
く
の
国
民
は
、
余
り
に
も

幼
拙
な
防
衛
論
に
驚
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
「
な
ぜ
日
本
は
北
朝
鮮
を
軍
事
的
な
敵
国
に

し
て
し
ま
っ
た
の
か
」「
な
ぜ
中
国
ま
で
敵
に

回
す
の
か
、
国
際
的
に
主
権
が
棚
上
げ
さ
れ

て
い
た
尖
閣
諸
島
を
一
方
的
に
国
有
化
し
た

の
は
日
本
で
は
な
い
か
」「
中
国
が
日
本

を
軍
事
的
に
攻
撃
す
る
姿
勢
を
と
っ
た

こ
と
が
あ
る
の
か
」「
撃
て
ば
撃
ち
返
す

ぞ
と
脅
し
て
み
て
も
、
撃
ち
返
し
の
撃

ち
返
し
で
日
本
が
ど
う
な
る
か
、
分
か

ら
な
い
の
か
」。
論
点
を
見
て
み
よ
う
。

①　

北
朝
鮮
が
日
本
を
軍
事
的
標
的
に

し
た
の
は
、
日
本
が
米
国
の
要
請
を
受

け
て
２
０
１
４
年
７
月
１
日
の
閣
議
決

定
で
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
し
た

結
果
で
あ
る
。
２
０
１
７
年
４
月
に
日

本
の
海
上
自
衛
隊
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
峡

で
米
国
の
空
母
カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
を
護

衛
す
る
映
像
を
見
た
金
正
恩
は
、「
日

本
が
米
国
と
一
緒
に
な
っ
て
北
朝
鮮
を

攻
撃
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は

日
本
国
を
敵
国
と
し
て
攻
撃
す
る
」
と

宣
言
し
、
８
月
29
日
（
日
本
の
朝
鮮
併

合
の
政
府
勅
令
が
出
た
日
）
に
、
北
海

道
の
襟
裳
岬
を
か
す
め
る
よ
う
に
ミ
サ

イ
ル
実
験
を
行
っ
た
の
だ
。
北
朝
鮮
を

軍
事
的
敵
国
に
仕
向
け
た
の
は
「
日
本
」

で
あ
る
（
本
誌
８
月
号
羅
針
盤
参
照
）。

②　

日
中
間
で
は
尖
閣
諸
島
の
所
有
権

は
「
棚
上
げ
し
て
お
こ
う
」
と
い
う
申

し
合
わ
せ
が
出
来
て
い
た
。
１
９
７
２

年
の
田
中
角
栄
と
周
恩
来
会
談
で
は
「
尖

閣
に
は
触
れ
な
い
で
お
こ
う
」
と
棚
上

げ
で
合
意
し
て
お
り
、
さ
ら
に
１
９
７
８

年
10
月
に
来
日
し
た
鄧
小
平
も
「
尖
閣

は
１
０
０
年
、
２
０
０
年
先
の
賢
い
人
が

考
え
れ
ば
よ
い
」
と
言
っ
て
、
棚
上
げ

が
再
確
認
さ
れ
て
い
た
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ

シ
ャ
ル「
戦
後
70
年
、日
本
の
肖
像
―〝
平

和
国
家
〞
の
試
練
と
模
索
」
２
０
１
５

年
６
月
）。「
尖
閣
は
日
中
共
有
の
島
で

あ
る
」
と
い
う
の
が
国
際
法
上
の
正
し

い
認
識
で
あ
り
、
米
国
は
「
日
本
の
実

効
支
配
は
認
め
る
が
単
独
主
権
は
認
め

な
い
（
主
権
に
つ
い
て
は
両
国
で
話
し

合
え
）」
と
い
う
方
針
を
明
確
に
出
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
事
実
を
無
視
し
て
尖

閣
諸
島
の
国
有
化
を
強
行
し
た
の
が
野

田
内
閣
で
あ
り
、
外
務
省
は
国
有
化
に

反
対
で
あ
っ
た
。

　

第
二
次
安
倍
内
閣
か
ら
の
対
中
政
策

は
中
国
包
囲
網
外
交
で
あ
り
、
米
軍
と

自
衛
隊
が
南
シ
ナ
海
で
共
同
軍
事
演
習

を
実
施
し
て
中
国
を
刺
激
し
て
い
る
。

中
国
は
「
専
守
防
衛
違
反
だ
」
と
ク
レ

ー
ム
し
て
お
り
、
日
本
国
内
で
も
「
日

本
は
中
国
と
戦
争
す
る
気
か
」（
軍
事
評

論
家・田
岡
俊
次
）
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

　

安
倍
晋
三
と
い
う
政
治
家
は
、
憲
法

改
訂
の
た
め
に
近
隣
諸
国
へ
の
敵
愾
心

を
煽
る
政
策
を
と
り
、
米
国
が
憲
法
第

９
条
の
破
棄
を
認
め
な
い
と
知
る
と
、

憲
法
に
緊
急
事
態
宣
言
条
項
を
入
れ
て

ナ
チ
ス
化
を
狙
い
、
さ
ら
に
自
衛
隊
に

敵
基
地
攻
撃
能
力
を
つ
け
さ
せ
て
反
撃

に
よ
っ
て
９
条
破
棄
と
同
じ
効
果
を
狙

っ
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。

「
危
険
な
国・日
本
」
の
再
来
で
あ
る
（
拙

著
『
米
中
密
約
〝
日
本
封
じ
込
め
〞
の

正
体
』
参
照
）。
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